
 

 

 

 

 

ＪＴＳＵ－Ｅ水地申第１号                        ２０２０年 ２月２７日 東日本旅客鉄道株式会社 水戸支社長 雨宮 
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１.中編成ワンマン運転の実施を決定した目的と根拠を具体的に明らかにすること。 

２.鉄道利用者の安全確保、サービスの提供に対する考え方を具体的に明らかにすること 

３.中編成ワンマン運転実施により、業務が高度化する理由と根拠を具体的に明らかにす

ること。 

４.列車運行における運転士業務と車掌業務について、考え方を具体的に明かにするこ

と。また、ワンマン運転における運転士業務・車掌業務を具体的に明らかにするこ

と。 

５.中編成ワンマン運転における運行上の安全確保について、考え方を具体的に明らかに

すること。 

６.「お客さまの安全対策」の内容を具体的に明らかにするとともに、安全が確保され維

持向上できるという理由と根拠を明確に示すこと。 

７.水戸線全列車（一部常磐線直通を含む）を中編成ワンマン運転の対象とした目的と根

拠を具体的に明らかにすること。 

８.中編成ワンマン運転実施に伴い、全対象社員の必要な教育・訓練内容について、具体

的に明らかにすること。 

９.水戸線におけるこれまで発生した災害・事故・規制等含む、事象及び実績を具体的に

明らかにすること。また、中編成ワンマン運転における異常時・機器故障対応につい

ての考え方を具体的に明らかにすること。 

地本は、６月１６日に会社から「中編成ワンマン運転の実施について」の提案を受けまし

た。提案では中編成ワンマン運転を水戸線の全列車及び直通運転する常磐線の友部～勝田

間に導入すると示されています。 

中編成ワンマン運転は、２０２０年３月ダイヤ改正において、ホーム検知装置や運転室車載

モニタシステムを整備したうえで、水戸支社所属のＥ５３１系を使用し東北本線の黒磯～新

白河間で実施されてきました。しかし、これらワンマン運転に伴うシステムが実運転を行う

水戸線では検証すらされていないことが提案の場で明らかになりました。また同時に、実施

時期や要員体制、教育及び訓練内容についても検討・調整中との説明であり、提案以降多

くの組合員や社員から不安・不満の声が上がっています。 
 


